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生活者1万人を対象とした「第7回魅力度ブランディング調査」結果

2人に1人以上の生活者が、ビジョンを掲げ、業界を牽引している企業に注目
20代および株式保有者は「人的魅力」を重視する傾向が顕著に
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企業広報戦略研究所（所長：阪井完二、所在地：東京都港区、株式会社電通PRコンサルティング内）は、生
活者が企業のどのような活動や事実（ファクト）に魅力を感じ、その魅力がどのように伝わっているのかを解析することを
目的に、本年7月、全国1万人を対象とした「第7回魅力度ブランディング調査」を実施しました。

「魅力度ブランディング調査」とは、コーポレートブランドを構成する魅力を「人的魅力」「財務的魅力」「商品的魅力」
に分類し、それぞれで重視すべき6領域12項目（計36項目）を定め、企業の“魅力”を分析しています。企業広報
戦略研究所では2016年から毎年調査を行っています。
本リリースでは、20業界200社を対象とした調査結果から、魅力項目ランキング、魅力度の業界別ランキング、魅力

を感じた情報源、魅力を感じた後にとった行動などについて分析しています。

企業に魅力を感じる項目「ビジョンを掲げ、業界を牽引(けんいん)している」が不動の1位
生活者の半数以上が注目1
業界ランキングは2年連続、1位「海外自動車・自動車関連部品」、2位「飲料」、3位「電機」
「損保・生保・商社」は大きく存在感が高まる

企業の魅力認知後、何らかのアクションを起こした生活者は7割以上
具体的なアクションは「企業の商品やサービスを購入または利用した」が最高

20代の企業魅力を感じる項目では、「人的魅力」関連項目が上位10位の中の9項目を独占

※ 本リリース上のスコア構成比（％）は小数第2位以下を四捨五入しているため、表において加減の結果が小数第1位で異なる
場合や、合計が必ずしも100%にならない場合があります。

調査結果のポイント

魅力度ブランディングモデル

生活者や個人投資家が、企業のどのような活動や事実（ファクト）に“魅力”を感
じるのかを「人的魅力」「財務的魅力」「商品的魅力」の3要素（各12項目、合計
36項目）で検証する、新たなブランドモデルです。
【３魅力の定義】
●「人的魅力」：リーダーシップや職場風土、ソーシャルイシュー対応力など、企業を構成する「個人」
や事業活動を通じて周囲に感じさせる「法人」としての魅力
●「財務的魅力」：成長戦略、安定性・（中・長期的な）収益性、リスク＆ガバナンス対応など、優
れた財務パフォーマンスと、それらを支える仕組みや取り組みに関する魅力
●「商品的魅力」：コストパフォーマンス、安全性・アフターサービス力・クレーム対応、独創性・革新性
など、商品・サービスを通じて伝わる魅力

2016年に、企業広報戦略研究所が開発し、このモデルを基にした論文が日本
マーケティング学会2017ベストペーパー賞を受賞しています。
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魅力を感じた情報源：コロナ禍が続く中でもリアル系の回答が51.5%で最高

株式保有者が回答した企業魅力項目上位10位のうち、「人的魅力」関連が8項目
株式非保有者よりも企業の人材活躍に関連する項目に注目
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企業に魅力を感じる項目「ビジョンを掲げ、業界を牽引している」が不動の1位
生活者の半数以上が注目

生活者1万人が対象企業200社に対して感じた魅力を集計したところ、最
も多かった魅力が「人的魅力」で全体の 37.3％となりました。次いで、「商品
的魅力」の33.9％、最後が「財務的魅力」の28.7％でした【図表1】。

この順位は、割合に微増・微減はあるものの、調査開始以来7年連続で
変わりません。企業の3魅力を巡る考え方は、世の中の移り変わりにあまり左
右されない不動のものであることがうかがえます。

企業の総魅力量に関しては、2021年に減少が見られましたが、コロナ禍3
年目の今年は、withコロナの新たな段階に移行しつつあったこともあり、
2020年と同水準に回復しました【図表2】。

3魅力の内訳を見ると、生活者が企業に対して感じた魅力項目のランキングでは、TOP５が4年連続で同じ項
目となりました。さらに、本調査開始以来7年連続で、「ビジョンを掲げ、業界を牽引している」（51.6%）が第1
位となりました【図表3】 。

ビジョンやリーダーシップなどの非財務情報が“魅力ある企業”のカギになることは普遍的であると言えそうです。特
に社会・経済環境が急速に変化している昨今、ビジョンやリーダーシップによる結束力を発揮し、持続的な事業成
長の実現に挑戦する企業に魅力を感じていることが考えられます。

人的魅力

37.3％

財務的魅力

28.7％

商品的魅力

33.9％

【図表1】3魅力の構成比

(2022年) 

(複数回答,ｎ=10,000)

【図表2】総魅力量および3魅力の量の経年比較
(2022年、2021年、2020年) (複数回答、N=10,000)     (ポイント)

【図表3】魅力項目ランキング 全36項目中、上位5位
（Q:各業界の魅力に感じた要素）

人的魅力 商品的魅力財務的魅力
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第7回 魅力度ブランディング調査結果 ～注目の魅力項目とは～

1

(2022年) (複数回答、N=10,000) (％) (2021年) (複数回答、N=10,000) (％)

1位 ビジョンを掲げ、業界を牽引している 51.6 ビジョンを掲げ、業界を牽引している 49.8

チャレンジスピリットにあふれた チャレンジスピリットにあふれた

リーダー・経営者がいる リーダー・経営者がいる

こだわりをもった社員が こだわりをもった社員が

品質向上にチャレンジしている 品質向上にチャレンジしている

4位 熱心なファンが多い商品・サービスを提供している 42.0 熱心なファンが多い商品・サービスを提供している 38.6

5位 イノベーションにこだわる経営をしている 41.0 イノベーションにこだわる経営をしている 37.5

2位 48.9

3位 42.1

46.5

38.9

全体 人的魅力 財務的魅力 商品的魅力

2022年 290,480 108,494 83,374 98,612

（2021年比） 106.9% 104.5% 111.0% 106.4%

（2020年比） 99.8% 100.5% 101.1% 97.9%



2021年 2020年

ポイント
（順位）

ポイント
（順位）

17272(1) 19048(1)

16916(2) 16195(8)

16663(3) 16211(7)

13546(13) 16434(6)

14065(8) 17910(2)

16158(4) 16773(4)

15673(6) 14922(11)

14975(7) 13775(14)

15826(5) 16607(5)

13899(9) 15022(10)

12906(14) 14271(12)

13792(10) 14023(13)

12399(15) 17269(3)

13612(12) 12333(16)

13764(11) 15266(9)

11027(18) 12612(15)

11254(17) 11363(17)

11523(16) 11231(18)

9930(19) 10565(19)

6490(20) 9246(20)

業界ランキングは2年連続、1位「海外自動車・自動車関連部品」、
2位「飲料」、3位「電機」。「損保・生保・商社」は大きく存在感が高まる

生活者が企業に対して感じた魅力項目の合計ポイント数を業界別で見ると、上位3位は昨年と同順位で「海外自
動車・自動車関連部品」（19,038ポイント）、「飲料」（18,279 ポイント）、「電機」 （17,815ポイント）とな
りました【図表4】 。

また、 昨年13位だった「損保・生保・商社」は4位となり、9ランク上昇で最も大きく上昇した業界となりました。社
会・経済環境が不安定な中、コロナ保険の提供などをはじめ、リスク対応の考え方が普及したことを背景に、世間の
関心が高まったことが影響していると考えられます。

自動車・二輪車関連業界に関して、「国産自動車・二輪車」業界は2年連続で順位が下降し、2020年より6
ランク下がり、15位になりました。コロナが長期化し、自動車関連部品の供給不足による納期の長期化といった報
道の影響が出たことなどが原因と考えられます。 一方、「海外自動車・自動車関連部品」業界を見ると、自動運
転や電気自動車など次世代自動車関連領域において、海外勢は先進的な取り組みを打ち出している企業が多
く、自動車業界の発展を牽引していることなどから高いスコアとなっていると考えられます。
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【図表4】魅力度業界別ランキング（複数回答、各業界n=500）
（Q:各業界の魅力に感じた要素）

第7回 魅力度ブランディング調査結果 ～魅力度業界別ランキング～

2
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【1位】海外自動車・自動車関連部品

【2位】飲料

【3位】電機

【4位】損保・生保・商社

【5位】繊維・化学・日用品

【6位】食品

【7位】精密機械・部品

【8位】コンテンツビジネス＆プラットフォーム・…

【9位】鉄鋼・重機

【10位】住宅・住宅設備

【11位】流通・小売

【12位】外食

【13位】情報通信・コミュニケーション

【14位】航空・物流

【15位】国産自動車・二輪車

【16位】不動産・建設

【17位】医薬品

【18位】鉄道

【19位】金融・証券

【20位】エネルギー

人的魅力 財務的魅力 商品的魅力

【8位】コンテンツビジネス＆プラットフォーム・ビジネス



「企業の魅力をどのようなところで見聞きしたか」を聞いたところ、上位5位の順位は1位「商品・サービスを購入し
て」（27.0%）、 2位「テレビ番組」（18.8%）、3位「テレビCM」（17.3％）、4位 「商品・サービスを試して」
（14.3%）、5位「社員・店員などを通して」（12.1%)となりました【図表5】。

1位、4位、5位がリアルな経験を通じて感じた魅力の項目であることから、社員や店員は自らが会社の顔となり、そ
の魅力を伝える影響力を持っていることが分かります。中でも、「商品・サービスを購入して」は、約3割が魅力を感じ
た情報源として回答しています。結果、リアルを選択した人は51.5％と半数以上に上り、次いでメディアの番組・記
事（30.5％）となりました【図表6】。

メディアの番組・記事では「テレビ番組」、メディアの広告では「テレビCM」、オウンドメディアでは「企業ウェブサイト
（商品・サービスブランドページ）」、ソーシャルメディアでは「ウェブ上の動画・ライブ配信」が最も多い回答となりまし
た【図表5】。

業界や企業によって魅力を感じた情報源に違いが見られることもあり、広報戦略立案に当たっては情報源について
自社の詳細データを見ていくと効果的でしょう。
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第7回 魅力度ブランディング調査結果 ～魅力を感じた情報源～

魅力を感じた情報源：コロナ禍が続く中でもリアル系の回答が51.5%で最高3

【図表5】企業の魅力を感じた情報源（複数回答、最も魅力を感じる企業の魅力項目選択者 n=8,532）
（Q:最も魅力を感じた企業の魅力はどのようなところから見聞きしたのか）
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3.0

2.7

2.1

4.6

0% 20% 40%

商品・サービスを購入して

商品・サービスを試して

社員・店員などを通して

身近な人との会話

店頭やショールームのPOP、ディスプレイなどを見て

商品・サービスのパッケージ

テレビ番組

ウェブメディア（ニュース記事、ニュースアプリ含む）

新聞記事

雑誌記事

ラジオ番組

フリーペーパー

テレビCM

インターネット広告

新聞広告

雑誌広告

交通・屋外広告

ラジオCM

企業ウェブサイト（商品・サービスブランドページ）

企業ウェブサイト（コーポレート情報ページ）

書籍・出版物・パンフレット

株主総会・決算説明会

イベント（オンライン含む）

企業ウェブサイト（採用情報ページ）

ウェブ上の動画・ライブ配信

企業公式アカウントのソーシャルメディア

ウェブ上のレビュー・口コミサイト

タレントのソーシャルメディア

専門家のソーシャルメディア

ソーシャルメディアの推奨・おすすめ（ハッシュタグ検索含む）

その他

覚えていない

【図表6】企業の魅力を感じた情報源
カテゴリ別

（複数回答）
（最も魅力を感じる企業の魅力

項目選択者 n=8,532）

※各情報源カテゴリの数値
は選択肢を1つ以上選んだ
人数の割合で算出。

1
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3

リアル

メディアの番組
・記事
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オウンドメディア

ソーシャルメディア

※項目並び順が昨年度より変動あり
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ソーシャルメディア
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20.3

20代30代40代50代60代20代30代40代50代60代

（％） 【図表7-4】家族や友人・知人と
シェアした・話をした

【図表7-3】魅力を感じた企業や、
商品・サービスのウェブサイトを閲覧した
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魅力を感じた企業や、商品・サービスの評判を検索サイトで調べた

魅力を感じた企業や、商品・サービスの評判をソーシャルメディアで検索した

魅力を感じた企業の商品やサービスを購入または利用した

魅力を感じた企業の商品やサービスを見に行った

魅力を感じた企業の株式、投資信託などを購入した

魅力を感じた企業の商品やサービスについて問い合わせた

魅力を感じた企業に対して就職意向が高まった、または周囲に就職を勧めた

魅力を感じた企業とビジネスをはじめた、または強化した

家族や友人・知人とシェアした・話をした

同僚・上司とシェアした・話をした

ソーシャルメディアに投稿・シェアした

その他

特になし

行動した
計
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■Search ■Action ■Share ■その他
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Share

企業の魅力認知後、何らかのアクションを起こした生活者は7割以上
具体的なアクションは「企業の商品やサービスを購入または利用した」が最高
企業に対して最も魅力に感じる項目を認識した後の行動の有無については、「特になし」を除いた73.1％が何か

しらのアクションを起こしていると言えます【図表7-1】。昨年に引き続き、7割以上と高い水準になっています。

最も多かった回答は「企業の商品やサービスを購入または利用した」（26.9％）、次いで「企業や、商品・サービ
スのウェブサイトを閲覧した」（23.9%）、3位「家族や友人に話をした」（14.9%）でした【図表7-1】。昨年と
TOP3の順位は変わっていません。企業に魅力を感じた結果、4人に1人以上の人が「商品やサービスを購入・利
用」したり、「ウェブサイトを閲覧」し、約7人に1人が、「周囲の人に伝える」という行動を取ったことが分かりました。

魅力認知後のアクションを性・年代別で見ると、「商品やサービスの購入または利用」（全体1位 23.9％）といっ
た行動は、男女ともに満遍なくどの年代でも行われていることが分かります【図表7-2】。一方、 「ウェブサイトを閲覧」
という項目では、男性20代（31.6％）、40代（29.2％）が高くなりました【図表7-3】。また、3位の「家族や友
人に話した」は女性の50代（20.3％）が高く、約5人に1人は周囲に話していることが分かりました【図表7-4】。

男性20～30代はウェブを利用してリサーチを行う割合が高く、女性50～60代は家族や友人・知人とのシェアが
高いという傾向は昨年とほぼ変わらず、性年代ごとの特徴が明らかになりました。
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第7回 魅力度ブランディング調査結果 ～魅力認知後のアクション～

4

【図表7-1】魅力認知後のアクション（複数回答、最も魅力を感じる企業の魅力項目選択者）n=8,532
（Q:企業の魅力を感じた結果何をしたか）

【図表7-2】魅力を感じた企業の商品
やサービスを購入または利用した

■男性 ■女性
□全体平均+5％以上



生活者が企業に対して感じた魅力項目のランキングを年代別で比較した結果、20代の上位10項目の中で、「人
的魅力」関連項目が最も多く、9項目を占めていました【図表8】。また、20代のランキングで特徴的な点としては、全
体と比べて上位10位内に、7位「社員がやりがいを持って活き活きと仕事をしている」、9位「まじめで、信頼できる社
員がいる」といった項目が挙がっている点です（表中の赤枠参照）。これは、若年層が就職活動を行う中で、企業
での働き方や仕事のやりがいについて関心を寄せており、それらの情報を積極的に発信している企業に魅力を感じる
ことが考えられます。

また、「商品的魅力」に関して、全体のランキングでは、4位「熱心なファンが多い商品・サービスを提供している」、9
位「品質に信頼がおける商品・サービスを提供している」が、上位10位内に入っています。一方で、20代全体のラン
キングではいずれも10位以下という結果になりました。

「財務的魅力」については、20代、全体ともに「収益基盤が安定している」という項目が10位以内に入っていること
が分かりました。
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【図表8】魅力項目ランキング 20代の上位項目と全体との比較
（Q:各業界の魅力に感じた要素）

(複数回答、N=10,000) 

(n=2,000) (N=10,000) 

20代の企業魅力を感じる項目では、「人的魅力」関連項目が
上位10位の中の9項目を独占5

人的魅力 商品的魅力財務的魅力

36項目から抜粋 20代の上位項目
20代 全体

(%) 順位 (%) 順位

ビジョンを掲げ、業界を牽引している 58.4 1 51.6 1

チャレンジスピリットにあふれたリーダー・経営者がいる 55.4 2 48.9 2

こだわりをもった社員が品質向上にチャレンジしている 51.1 3 42.1 3

イノベーションにこだわる経営をしている 50.0 4 41.0 5

実力主義な職場風土である 46.5 5 37.5 10

良い企業理念・ビジョンにもとづいた経営をしている 45.5 6 38.5 7

社員がやりがいを持って活き活きと仕事をしている 44.7 7 36.4 14

収益基盤が安定している 44.6 8 39.2 6

まじめで、信頼できる社員がいる 44.2 9 37.1 12

独自性の高い経営をしている 43.2 10 38.5 8

熱心なファンが多い商品・サービスを提供している 42.4 12 42.0 4

品質に信頼がおける商品・サービスを提供している 41.9 13 38.1 9



36項目から抜粋 株式保有者の上位10位
株式保有者 株式非保有者

(%) 順位 (%) 順位

ビジョンを掲げ、業界を牽引している 60.2 1 46.8 1

チャレンジスピリットにあふれたリーダー・経営者がいる 57.2 2 44.2 2

イノベーションにこだわる経営をしている 50.3 3 35.8 6

こだわりをもった社員が品質向上にチャレンジしている 48.5 4 38.5 4

収益基盤が安定している 46.7 5 35.0 7

良い企業理念・ビジョンにもとづいた経営をしている 45.2 6 34.8 9

熱心なファンが多い商品・サービスを提供している 45.2 6 40.2 3

実力主義な職場風土である 45.2 8 33.3 15

独自性の高い経営をしている 44.9 9 35.0 7

まじめで、信頼できる社員がいる 43.2 10 33.7 12

投資家的属性を持つ回答者が、どのような要素に対して企業の魅力を感じているのかを見るために、株式保有の
有無別で、人的魅力関連の項目に着目したランキングを比較しました。株式保有者の全36項目のランキングでは、
上位10中、人的魅力関連の8項目がランクインしました【図表9】 。一方、非保有者のランキングでは、人的魅力
関連項目が占めている部分は、上位10位中6項目となっています。この結果から、株式保有者は非保有者と比べ
て、「人的魅力」要素に注目していることが考えられます。

株式保有者の上位3項目は、1位「ビジョンを掲げ、業界を牽引している」、2位「チャレンジスピリットにあふれたリー
ダー・経営者がいる」、3位「イノベーションにこだわる経営をしている」 となりました。企業の成長性を判断する上で、
ビジョンや牽引力、リーダーシップ力といった要素が、重要視されていると推測されます。

ほかにも、4位「こだわりをもった社員が品質向上にチャレンジしている」、8位「実力主義な職場風土である」、10
位「まじめで、信頼できる社員がいる」といった、人材の活躍に関連する要素も上位10位の中に挙がりました（表中
の赤枠参照）。人材を「資源」ではなく「資本」と捉え、人的資本に関する情報を開示することが、企業の魅力や価
値向上に有益であると思われます。
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株式保有者が回答した企業魅力項目上位10位のうち、「人的魅力」関連
が8項目。株式非保有者よりも企業の人材活躍に関連する項目に注目6

【図表9】魅力項目ランキング 株式保有者の上位10位と株式非保有者との比較
（Q:各業界の魅力に感じた要素）

(複数回答、n= 3,566) (複数回答、n= 6,434)

第7回 魅力度ブランディング調査結果
～特集篇 「人的魅力」項目に注目～

人的魅力 商品的魅力財務的魅力※株式非保有者の上位5位、10位は共に『商品的魅力』関連項目



株式保有者 株式非保有者

1位 商品・サービスを購入して 22.5 商品・サービスを購入して 29.8

2位 テレビ番組 19.0 テレビ番組 18.8

3位 テレビCM 15.1 テレビCM 18.7

4位 商品・サービスを試して 13.4 商品・サービスを試して 14.9

5位 社員・店員などを通して 12.5 社員・店員などを通して 11.8

6位 企業ウェブサイト（コーポレート情報ページ） 12.0 店頭やショールームのPOP、ディスプレイなどを見て 8.1

7位 企業ウェブサイト（商品・サービスブランドページ） 10.3 企業ウェブサイト（商品・サービスブランドページ） 7.8

8位 新聞記事 10.2 商品・サービスのパッケージ 7.8

9位
身近な人との会話（家族・友人・知人など／LINE、

メールなどでの会話含む）
9.2

身近な人との会話（家族・友人・知人など／LINE、
メールなどでの会話含む）

7.2

10位 ウェブメディア（ニュース記事、ニュースアプリ含む） 9.1 ウェブメディア（ニュース記事、ニュースアプリ含む） 6.6

48.1

34.3

22.8 20.5

29.9

53.5

28.3
24.1

14.9 17.8

リアル メディアの番組・記事 メディアの広告 ソーシャルメディア オウンドメディア

株式保有者(n=3,223) 株式非保有者(n=5,309)

企業の魅力を感じた情報源をカテゴリ別で見ると、株式保有者は、オウンドメディアから発信される情報に対して魅
力を感じており、非保有者の回答と比べて約12ポイントも多いことが分かりました【図表10】。

具体的な情報源【図表11】のランキングでは、株式保有者と非保有者の上位5位に共通の項目が入っていること
が分かります。株式保有者と非保有者のランキングで異なる部分として、保有者の方では、企業の最新動向を発信
している「企業ウェブサイト（コーポレート情報ページ）」「新聞記事」が魅力を感じた情報源として上位に挙がりまし
た。一方、非保有者の特徴としては、「店頭やショールームのPOP、ディスプレイなどを見て」「商品・サービスのパッケー
ジ」といったリアルの情報源が上位に挙がっていました（表中の赤枠参照） 。
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【図表10】企業の魅力を感じた情報源カテゴリ別 金融商品保有有無別

（複数回答、最も魅力を感じる企業の魅力項目選択者 n=8,532 ）
（Q:最も魅力を感じた企業の魅力はどのようなところから見聞きしたのか）

【図表11】企業の魅力を感じた情報源 上位10位（金融商品保有有無）
（複数回答、最も魅力を感じる企業の魅力項目選択者 n=8,532 ）
（Q:最も魅力を感じた企業の魅力はどのようなところから見聞きしたのか）

□全体平均+5％以上

(n= 3,223)       (%) (n= 5,309) (%)

▶株式保有者の約3割が企業の「オウンドメディア」から魅力を感じたと回答

第7回 魅力度ブランディング調査結果
～特集篇 「人的魅力」項目に注目～
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＜お願い＞ 本調査内容を転載・引用する場合、転載者・引用者の責任で行うとともに、当研究所の調査結果である

旨を明示してください。

企業広報戦略研究所とは
（Corporate communication Strategic studies Institute : 略称C.S.I.）

調査対象 ：全国の20～69歳の男女 計10,000人

※20業界(200社)のいずれかに魅力を感じている人(各業界500人)

調査方法 ：インターネット調査

期間 ：2022年7月22日～7月29日

設問内容 ：魅力を感じる業界、魅力を感じる企業、魅力を感じた
要素、魅力を感じた情報源、企業イメージなど（※魅力を感じた要
素の詳細は、C.S.I.ウェブサイトをご覧ください）

調査対象企業一覧：

企業経営や広報の専門家（大学教授・研究者など）と連携して、企業の広報戦略・体制などについて
調査・分析・研究を行う、（株）電通PRコンサルティング内の研究組織です。
2013年12月設立 所長：阪井完二
企業広報戦略研究所サイト http://www.dentsuprc.co.jp/csi/

第7回 魅力度ブランディング調査 概要

20代 30代 40代 50代 60代 計

男性 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 5,000

女性 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 5,000

計 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 10,000

【本件に関するお問い合わせ先】

株式会社 電通PRコンサルティング 経営推進局 広報総務部
Email：info@dentsuprc.co.jp https://www.dentsuprc.co.jp/
株式会社電通PRコンサルティングは新型コロナウイルス対策の一環として、

現在リモートワークを実施しておりますので、お問い合わせは、Emailにてお願いいたします。

調査対象

業界 企業 業界 企業 業界 企業

三井不動産 日本電信電話（NTT） イオン

三菱地所 ソフトバンクグループ セブン＆アイ（セブン-イレブン、イトーヨーカ堂）

住友不動産 KDDI（au） ファーストリテイリング（ユニクロ）

東急不動産 NTTドコモ ヤマダ（ヤマダデンキ）

森ビル Zホールディングス（Yahoo！、LINE） 三越伊勢丹

大林組 マイクロソフト 西友

鹿島建設 トレンドマイクロ 高島屋

大成建設 Meta（Facebook、Instagram） ファミリーマート

清水建設 Google ローソン

竹中工務店 Twitter ニトリ

積水ハウス 三菱UFJフィナンシャル・グループ 吉野家（吉野家、はなまるうどん）

大和ハウス工業 三井住友フィナンシャルグループ くら寿司

住友林業 みずほフィナンシャルグループ スターバックス コーヒー

旭化成ホームズ（へーベルハウス） ゆうちょ銀行 プレナス（ほっともっと、やよい軒）

セコム ビザ・ワールドワイド（VISA） マクドナルド

プライム ライフ テクノロジーズ（パナソニック ホームズ、トヨタホーム、ミサワホーム） マスターカード すかいらーく（ガスト、バーミヤン、ジョナサン、しゃぶ葉、夢庵）

YKK AP アメリカン・エキスプレス ゼンショー（すき家、なか卯、ビッグボーイ、ココス）

LIXIL（トステム、INAX、サンウェーブ） ジェーシービー（JCB） コロワイド（かっぱ寿司、牛角、フレッシュネスバーガー、大戸屋）

TOTO 野村（野村證券） FOOD & LIFE COMPANIES（スシロー、京樽、海鮮三崎港）

綜合警備保障（ALSOK） 大和証券グループ本社（大和証券） KFCコーポレーション（ケンタッキーフライドチキン）

東京電力 日本生命保険 東日本旅客鉄道（JR東日本）

関西電力 第一生命 東海旅客鉄道（JR東海）

中部電力 かんぽ生命保険 西日本旅客鉄道（JR西日本）

東北電力 東京海上 近畿日本鉄道（近鉄）

東京ガス MS&ADインシュアランスグループ 東急電鉄（東急）

大阪ガス SOMPO（損保ジャパン、日本興亜） 阪急電鉄･阪神電気鉄道（阪急阪神）

ENEOS（ＪＸ石油開発） 三菱商事 西日本鉄道（西鉄）

岩谷産業 伊藤忠商事 小田急電鉄（小田急）

コスモエネルギー（コスモ石油） 三井物産 大阪市高速電気軌道（大阪メトロ）

出光興産（出光、シェル、apollostation） 住友商事 東京地下鉄（東京メトロ）

日本製鉄 日立製作所 日本航空（JAL）

JFE ソニーグループ 全日本空輸（ANA）

神戸製鋼所 パナソニック 日本郵船

住友電気工業 東芝  JTB

三菱マテリアル 富士通 エイチ・アイ・エス（H.I.S）

三菱重工業 三菱電機 日本通運

コマツ（小松製作所） Apple SG（佐川急便）

クボタ シャープ ヤマト（ヤマト運輸）

IHI（石川島播磨重工業） IBM 日本郵便

ヤンマー 日本電気（NEC） 商船三井

リクルート キヤノン トヨタ自動車

サンリオ ダイソン 本田技研工業（Honda）

Amazon ダイキン工業 日産自動車

ベネッセ セイコーエプソン マツダ

エイベックス オムロン スズキ

任天堂 島津製作所 SUBARU

スクウェア・エニックス オリンパス 三菱自動車

メルカリ 京セラ ダイハツ工業

WDJ（ウォルト・ディズニー・ジャパン） 日本電産（Nidec） ヤマハ発動機（YAMAHA）

USJ（ユニバーサル・スタジオ・ジャパン） 村田製作所 川崎重工業（KAWASAKI）

住

宅

・

住

宅

設

備

金

融

・

証

券

外

食

不

動

産

・

建

設

情

報

通

信

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

流

通

・

小

売

コ

ン

テ

ン

ツ

ビ

ジ

ネ

ス

＆

プ

ラ

ッ

ト

フ

ォ

ー

ム

・

サ

ー

ビ

ス

精

密

機

械

・

部

品

国

産

自

動

車

・

二

輪

車

エ

ネ

ル

ギ

ー

損

保

・

生

保

・

商

社

鉄

道

鉄

鋼

・

重

機

電

機

航

空

・

物

流

業界 企業

フォルクスワーゲングループ（フォルクスワーゲン、アウディ）

ビー・エム・ダブリュー（BMW、MINI）

メルセデス・ベンツ

ボルボ・カー（ボルボ）

ステランティス（プジョー、シエトロン、フィアット）

ポルシェ　

テスラ

ブリヂストン

住友ゴム工業（ダンロップ）

トーヨータイヤ

キリン

アサヒグループ

サントリー

コカ・コーラ

宝（宝酒造）

伊藤園

森永乳業

雪印メグミルク

ネスレ

サッポロ

味の素

キユーピー

ロッテ

明治

森永製菓

江崎グリコ

日清食品

ハウス食品グループ本社

ミツカン

カルビー

武田薬品工業

アステラス製薬

大塚（大塚製薬）

エーザイ

大正製薬　

第一三共

塩野義製薬

ツムラ

ジョンソン・エンド・ジョンソン（J&J）

中外製薬

富士フイルム

帝人

AGC（旭硝子）

ユニ・チャーム

旭化成

花王

資生堂

サンスター

ライオン

P&G
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https://www.dentsuprc.co.jp/

